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イベント・見学・相談会参加ご希望の方は、
事前に電話にてお申込み下さい。

見学・相談会開催中！ ～ご夫婦で九電ケアタウン～～ご夫婦で九電ケアタウン～

11月 22日（水）

♦秋の文化祭♦

日本抒情歌の集い／ 13：30～ 15：00

11 月 24日（金）
アンサンブル演奏／ 13：45～ 14：45

参加
無料

※土地所有者：（株）キューヘン※土地所有者：（株）キューヘン
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六
地
蔵
と　
　

　
　

氏
貞
坐
像

　
氏
貞
は
天
正
14（
１
５
８
６
）

年
に
42
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。

増
福
院
に
は
氏
貞
の
死
後
、
妻

が
寄
進
し
た
六
体
の
地
蔵
菩
薩

が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
体
の

う
ち
二
体
は
妙
秀
・
妙
安
、
残

る
四
体
は
一
緒
に
殺
害
さ
れ
た

四
人
の
侍
女
に
な
り
ま
す
。
氏

貞
の
妻
も
、
犠
牲
者
の
冥
福
を

祈
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
現
在
、
地
蔵
菩
薩
は
年
に
一

度
、
４
月
23
日
の
晩
に
開
帳
さ

れ
ま
す
。
地
蔵
菩
薩
を
納
め
る

厨
子
（
ず
し
）
に
は
、
宗
像
氏

の
家
紋
で
あ
る「
楢
の
折
枝（
な

ら
の
お
り
え
だ
）」
が
付
い
て

い
ま
す
。
厨
子
も
地
蔵
菩
薩
と

と
も
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
嘉
永
３
（
１
８

５
０
）
年
に
は
、
増
福
院
の
得

友
和
尚
が
氏
貞
坐
像
を
作
製
し

て
い
ま
す
。台
座
の
裏
に
は「
再

建
当
院
開
基
即
心
院
殿
御
像
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
即
心
院

殿
と
は
氏
貞
の
こ
と
で
す
。
再

建
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
増
福
院

に
は
氏
貞
坐
像
が
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
新
修
宗
像
市
史
編
集
委
員
会

中
世
部
会
長
・
桑
田
和
明
）

学びの里・お知らせ

第80回第80回

　

中
世
部
会
で
は
前
回
の
『
宗
像
市
史
』
で
調
査
し
た
資
料
の
再

調
査
と
、
新
し
い
資
料
の
発
見
の
た
め
市
内
外
で
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
山
田
地
蔵
尊
増
福
禅
院
（
山
田
）
の
所
蔵
資
料

を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

郷
土
文
化
課　

☎（
62
）２
６
０
０

宗
像
氏う

じ
さ
だ貞
と

山
田
地
蔵
尊
増
福
禅
院

　
〜『
新
修
宗
像
市
史
』中
世
部
会
か
ら
〜

宗
像
氏
貞
の　

　
　
　

寄
進
状

　
永
禄
２
（
１
５
５
９
）
年
に

出
さ
れ
た
宗
像
氏
貞
寄
進
状
を

紹
介
し
ま
す
。
宗
像
氏
貞
は
宗

像
社
（
現
在
の
宗
像
大
社
）
の

大
宮
司
（
神

職
の
長
）
で
、 

岳
山
城
（
蔦
岳

城
・
現
在
の
城

山
）
を
居
城
と

し
、
最
盛
期
に

は
宗
像
郡
か
ら

遠
賀
郡
・
鞍
手

郡
・
糟
屋
郡
の

一
部
と
浦
・
島

を
支
配
す
る
筑

前
国
の
有
力
な

領
主
で
し
た
。

氏
貞
は
天
文
14

（
１
５
４
５
）

年
に
現
在
の
山

口
市
で
生
ま
れ

た
と
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
永

禄
２
年
は
15
歳
に
な
り
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
宗
像
氏
は
山
口

を
本
拠
に
す
る
戦
国
大
名
大
内

氏
に
従
っ
て
い
ま
し
た
が
、
天

文
20
（
１
５
５
１
）
年
に
大
内

義
隆
が
重
臣
で
あ
る
陶
隆
房

（
晴
賢
）（
す
え
た
か
ふ
さ
、
は

る
か
た
）
の
挙
兵
に
よ
り
滅
び

市
　
か
　
ら

「
学
童
保
育
所
」

冬
休
み
期
間
中
の

　
　
　
入
所
児
童
募
集

●
保
育
期
間
　
12
月
25
日（
月
）

〜
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

＊
12
月
30
日
（
土
）
～
平
成
30

年
１
月
３
日
（
水
）
は
休
み

●
対
象
　
共
働
き
な
ど
の
理
由
で

保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
児
童

●
利
用
料
　
４
０
０
０
円
（
別

途
保
険
料
８
０
０
円
、
お
や

つ
代
１
５
０
０
円
必
要
）

＊
本
年
度
に
在
籍
が
あ
れ
ば
保

険
料
不
要

＊
生
活
保
護
世
帯
、
非
課
税
世

帯
な
ど
の
減
免
制
度
あ
り

●
申
込
締
切
日
　
12
月
４
日（
月
）

●
申
込
方
法
　
申
請
書
類
を
各

学
童
保
育
所
へ
提
出

＊
申
請
書
類
は
、
各
学
童
保
育

所
か
市
子
ど
も
育
成
課
（
西

館
１
階
）
で
入
手
可

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
吉
武
小
学
校
学
童
保
育
所

（
吉
武
コ
ミ
セ
ン
）

☎
（
32
）
５
９
０
４

▽
北
エ
リ
ア
学
童
保
育
所

☎
（
33
）
９
０
８
０

▽
南
エ
リ
ア
学
童
保
育
所

☎
（
33
）
１
８
３
８

▽
子
ど
も
育
成
課

☎
（
36
）
１
２
１
４

＊
北
エ
リ
ア
（
赤
間
小
、
赤
間

西
小
、
河
東
小
、
河
東
西
小
、

玄
海
小
、
玄
海
東
小
）

　

南
エ
リ
ア
（
自
由
ヶ
丘
小
、

自
由
ヶ
丘
南
小
、
南
郷
小
、

東
郷
小
、
日
の
里
東
小
、
日

の
里
西
小
）

宗
像
氏
貞
寄
進
状

ま
す
。
こ
の
時
、
宗
像
氏
の
当

主
も
義
隆
と
共
に
滅
ん
だ
た
め

に
、
後
継
者
を
め
ぐ
っ
て
一
族

の
間
で
争
い
が
お
こ
り
ま
す
。

隆
房
に
擁
立
さ
れ
た
７
歳
の
氏

貞
は
、
争
い
に
勝
っ
て
大
宮
司

と
な
っ
て
い
ま
す
。
寄
進
状
に

書
か
れ
て
い
る
妙
秀
と
妙
安
は

死
者
に
お
く
ら
れ
た
名（
戒
名
）

で
す
が
、
二
人
は
争
い
に
巻
き

込
ま
れ
、
氏
貞
方
に
殺
害
さ
れ

た
一
族
の
母
親
と
娘
で
す
。

　
成
長
し
た
氏
貞
は
、
２
人
の

墓
が
あ
る
増
福
庵
（
増
福
院
）

へ
二
町
の
田
地
を
寄
付
す
る
寄

進
状
を
出
し
、
二
人
の
冥
福
を

祈
る
た
め
毎
日
の
読
経
・
礼
拝

を
命
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。宗

像
氏
貞
の　

　
　
　
　

花
押

　
と
こ
ろ
で
、
氏
貞
が
出
し
た

文
書
（
も
ん
じ
ょ
）
は
前
回
の

『
宗
像
市
史
』
で
は
１
３
６
点

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊
１
）。

こ
の
う
ち
53
点
が
当
時
の
文
書

で
す
。
確
認
で
き
る
氏
貞
の
最

初
の
文
書
は
、
弘
治
３
（
１
５

５
７
）
年
に
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
存
し
て
い
る
文
書
で
は

こ
の
文
書
が
一
番
古
い
も
の
で

す
。
氏
貞
の
花

押
（
か
お
う
・

人
名
の
下
に
書

く
現
在
の
サ
イ

ン
）
は
氏
貞
自

身
が
書
い
た
も

の
で
す
が
、
花

押
は
時
代
に

よ
っ
て
変
遷
し

ま
す
。
月
日
だ

け
で
年
号
が
書

か
れ
て
い
な
い

文
書
も
あ
る
の

で
、
花
押
の
形

は
い
つ
ご
ろ
出

さ
れ
た
の
か
を

知
る
大
事
な
手

掛
か
り
に
な
り

ま
す
。
増
福
院

所
蔵
の
永
禄
３

（
１
５
６
０
）

年
に
書
か
れ
た
氏
貞
の
花
押
と

比
較
す
る
と
、
違
い
が
明
ら
か

で
す
。

（
＊
１ 

疑
問
の
あ
る
文
書
は
除

く
）

宗像氏貞感状 氏貞坐像


